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上田市医師会附属・上田i住者誰学院の入学式が、 4月8日間医師会の講堂で、関係者約150人が出席
して聞かれました -ifi望に胸をふくらませた46人の新入金は、学院長の告昨や来賓の祝昨に耳を傾け
なヵ、ら、決立を新たにしていました 新入生は、今後 2年間、午前lドは市内の病院や医院に勤め、午後

は同学院で准，fj-，;1l婦の資格を得るため"/=ひます。
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市民と市長の日
毎月 1日に行っています「市民
と市長の日 」を 、米月はr.B{i'に よ

り5月 2日(木)午前9時から正午ま
で、市役所3階市長室で1J--~ 、ます

農地問題相談日

「民地問題相談」を 5) J 1 EI (村

午前 811.'F30分か ら午後 5uSまて、
市役所2階段定安il会事務)，，}てfr 
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進

成
工
事

市
は
昨
年
十
二
月
に
、
「
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
」
の
造
成
工
事
に

一

一
着
手
し
ま
し
た
。
現
場
は
、
市
街
地
か
ら
南
へ
約
九
キ
ロ

灯
離
れ
た

一

一
山
間
地
で
、
市
が
単
独
で
手
が
け
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
県
下
で
一

一
も
例
が
な
い
ほ
ど
の
大
型
工
業
団
地
で
す
。
工
事
は
順
調
に
進
み
、

一
現
在
は
大
型
機
械
に
よ
る
整
地
作
業
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

こ

一

一
の
ま
ま
工
事
が
進
む
と
、
今
年
中
に
は
、
一
部
の
企
業
が
操
業
を
開

一

一
始
で
き
る
予
定
で
す
。

市
が
、
富
士
山
地
籍
に
建
設
す
る
ら
南
へ
約
九
キ
ロ

灯
、
「
信
州
の
鎌
倉
」

「
東
塩
田
林
間
工
業
団
地
」
の
造
成
と
呼
ば
れ
る
塩
田
平
を
一
望
で
き
る

工
事
が
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
山
間
地
で
、
県
道
別
所
丸
子
線
の
こ

れ
て
い
ま
す
。

ツ
木
峠
を
は
さ
ん
だ
両
側
に
建
設
さ

れ
ま
す
。

上
田
市
内
で
は
、
こ
の
数
年
来
、

生
産
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
企
業
が

工
場
の
拡
張
を
計
画
し
て
も
、
周
囲

に
住
宅
地
が
近
接
し
て
い
た
り
、
土

地
の
用
途
指
定
の
制
限
や
地
価
の
高

騰
な
ど
の
理
由
で
、
工
場
用
地
を
確

保
す
る
こ
と
が
雌
し
く
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住

耗
弛
止
江
嶋
わ
配
佐
韓
両
比
布
笠
岡
m

分
内
也
行
っ

.1い
剥
す
ー

ー
ー

こ
の
う
ち
、
第

一
工
区
は
二
十
八

区
画
に
造
成
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
の

県
下
初
の
大
規
模
団
地

こ
の
工
業
団
地
は
、
緑
あ
ふ
れ
る

自
然
環
境
が
特
色
で
面
積
は
約
二
十

一ニ
・五
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。
市
が

単
独
で
手
が
け
る
も
の
と
し
て
は
、

県
下
で
も
例
が
な
い
ほ
ど
の
大
別
工

蒔
困
地
で
す
。
現
場
よ
、
市
街
拠

w

・
2
一コ

樹
月司3

‘
ゆ
'
察
る
視

安
定
、
地
域
の
発
展
を
目
指
し
て
、

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の
建
設
に
若

手
し
た
も
の
で
す
。

は
か
ど
る
整
地
作
業

昨
年
十
一
月
に
、
県
の
開
発
許
可

が
お
り
て
か
ら
、
ま
ず
立
木
の
伐
採
、

抜
恨
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

そ
の
作
業
が
ほ
ぼ
終
わ

っ
た
十
二
月

二
十
八
日
に
、
永
野
市
長
な
ど
関
係

者
約
百
人
が
出
席
し
て
起
工
式
を
行

い
、
今
年
に
入

っ
て
か
ら
、
本
格
的

な
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

現
住
は
、
ス
ク
レ

i
パ
ー
や
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
な
ど
の
大
型
機
械
に
よ
る

整
地
作
業
に
全
力
を
注
い
で
い
ま
す

が
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。一二

月
二
十
二
日
に
は
、
永
野
市
長
が
工

事
の
進
捗
(
し
ん
ち
ょ
く
)
状
況
を
見

る
た
め
、
工
業
団
地
の
工
事
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

第
一
工
区
は
年
内
に

造
成
工
事
は
、
県
道
別
所
九
子
線
・

二
ツ
木
峠
の
北
側
を
第

一
工
区
(
約

十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
南
側
を
第

a-t
ご
h

j

L

・へ

i
L

こ



単
独
で
手
が
け
る
も
の
と
し
て
は
、

県
下
で
も
例
が
な
い
ほ
ど
の
大
型
工

業
団
地
で
す
。
現
場
は
、
市
街
地
か

永野市長(中央、手を上げている)が3月
22日、工業団地の工事現場を視察

_r，・ちみふ"
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保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住

宅
地
と
工
場
の
混
在
解
消
と
雇
用
の

a
E唖
市

分
け
て
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
第
一
工
区
は
二
十
八

区
画
に
造
成
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
の

十
二
月
ま
で
に
は
道
路
、
給
配
水
、

排
水
路
、
調
坐
池
な
ど
の
付
帯
工
事

を
含
め
た
造
成
工
事
を
完
成
さ
せ
、

各
企
業
に
分
譲
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
二
工
区
は
、
第
一
工
区
が
終
わ

り
し
だ
い
、
本
格
的
な
造
成
工
事
に

取
り
か
か
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
昭

和
六
十
二
年
三
月
ま
で
か
か
る
見
込

み
で
す
。

二
ツ
木
峠
の
北
側
を
第

一
工
区

(約

十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
南
側
を
第

二
工
区
へ
約
へ
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
に

こ
の
工
業
団
地
に
は
、
三
月
末
ま

で
に
十
七
社
の
進
出
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
分
譲
区
画
に
余
裕
が

あ
る
た
め
、
市
商
工
部
で
は
進
出
企

業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
や
県
外
の

企
業
に
も
誘
致
を
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
予
定
で
す
。

山
U
-

E
守
E

，団業
¥
工
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上田市自治会連合会

60年度の新役員決まる
up，和60年度、 卜_HIr!i n 治会 j主介会の新役 l~ の

幸子さんカ¥このほどj犬まリました。

任期は、 4n 1日か ら1年です。
(品川:，‘同九)

参与 ftf. ロ.Lfιi ')~ 

参与 /K ';i足 JJ)) 

会長 出 阿 部地収j虫イ十会l長

副会長 I1)，J M "-1[; 点六Ij 11 

11 久保問 I~ 域下 11 

/1 -:し←;，; }";.'i 日1)神川 /1 

1/ |伯 尾 月券 F豆I民間 11 

評議~ 7)( 出 手野ー H力 南青11 1/ 

If 神 尾 中央 11 

/1 十凸 三nd口z 男 北青11 11 

/1 ~~ -Hト 士4 ;¥. I九i 坑 11 

1/ 大 必反 t、stfl - 川L止 Jl4lil 1/ 

1/ iにj 池 Hi'i "-it 神l 十| 11 

/1 初[1 d¥ 有Ij 夫 \!.:.~ )J!1 /1 

1/ 保屋町' 哲 男 中I長田 If 

1/ 山 田 月券 束!.A¥_回 /1 

/1 I司 tf・ 掠ー 市 市士山 If 

1/ lt'l d-( 栄 男IJ 所 1/ 

1/ 泉 ↑守 干す I甫.¥.j! 1/ 

/1 dJ; ;-J;-J 主幹 b:[t. 小泉 If 

1/ 中 y)-( 武 山重工 川.!.t、 1/ 

監 事 丸 山 撤兵衛 横町自治会長

/1 宮 原、 栄 柳沢自治会長

広報 つ

毎
月

3
回
の
審
査
で
融
資
を
迅
速
化

上
川
山
中
小
企
業
融
資

(制
度
資

分
一
)
は
、

市
内

の
多
く
の
商
工
業
者

の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
が
長
野
県
信
用

保
証
協
会
と
市
内
の
各
金
融
機
関
の

協
力
を
科
て
、
中
小
企
業
を
経
営
す

る
持
さ
ん
に
、
希
望
す
る
金
融
機
関

に
紬
資
を
あ

っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

d

例
年
置
か
ら
法
、
上
地
取
得
資
金

戸第 933号

湾f

持今

合骨

の
新
設
、
口
付
金
利
の

0
・
二
%
引
き

下
げ
、
さ
ら
に
は
融
資
あ
っ
せ
ん
の

迅
速
化
を
図
る
な
ど
融
資
内
容
を
充

実
さ
せ
て
皆
さ
ん
の
御
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〈
資
金
は
こ
ん
な
と
き
に
・
:
〉

商
品
の
仕
入
れ
に
、
資
金
繰
り
に
、

工
場
・
居
舗
な
ど
の
建
築
に
、
機
械
・

車
両
な
ど
の
購
入
に
、
工
場

・
自
揃

な
ど
の
用
地
取
得
に

〈
中
小
企
業
融
資
の
内
容
〉

中
小
企
業
融
資
の
詳
細
は
、
次
ペ

ー
ジ
の
表
を
御
覧
く
だ
さ
い

。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

O
商
工
課
商
工
相
談
所

l
E
⑫
4
1

0
0
内
線

6
0
4

0
塩
田
商
工
会

l
E
⑬
3
6
1
0

0

川
西
商
工
会

l
S
円四
2
0
3
3

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
H

不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月

一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

(4 H 6日現代)不用品登録情報(主なもの)

亙z
>Eト

工事

ミ立

決F

什
田
卦
昔
、
ヲ
怜
締
審
制
瑚
!
同

神Z

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活

す

生
九
ま

ら
ん
和
巾

允

連

寸

d
n
H
v
i
v
 

ま
オ
負

制

湘

併

が
冷
責

物
J

品
U
J
は

い
旧
て

J
q
J

、

引

線

川

引
出
刊
一
」
:』

つ

印
V
M
-

H

河
川
h
u
h

k
i
r
郎
、
ル
さ

物
ぽ
ブ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
の
了

り

課

後

御

ず

境

介

で

ゆ
環
紹
の

再:

〉

ゆずります q市i吋!hmti守〉 ゆずってください

本内用ブフンコ 2，000円 乳母車

ラ/ドセル(，I!、色) 無料 コンビラ yク

屯気ストーブ 2，500円 ベビーベッド

'I~れ釜( 1 11炊き 1 6，000円 ベビー服(ザ}f3-4，:&l

洗濯機 3，000P::l カラーテレビ (14インチ)

ジューサーミキサー 10，000円 フロハンカザスフロー式

刊し肝用オルカ、ン 5，000円 応、J妾セ ソト

フロノ、ンカ‘スレンジ 3，000円 ショ yピンクカー

7ロハン|瞬間湯沸器 5，000同 Jt幣

学FI初L 無料 4s:たーな

スケー 卜靴 (21cm) 500円 製図用机

カメラ 話し合い i羊月f~ タンス

illl 1>(牧}I年内じli'Jき) 10，000円 調理子;

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 iJitし子;

どんなものでも登録しましょう。 太陽熱温水器

一
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l
h
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玉
恕
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ロト
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ロト

E
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症

l
i
l
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騨
起
訴
肘

〆
~門‘
E

・14
・h申
入
h
い

E
凶

0 国田植H~f1= 旬⑧円。 .....0
O 主回極ト-1-4，1 白(Ebc--J=問的

H~. t:Ç~;:::骨二lJS'却場日斗' 若宮窪-
i勘右村ム ， ~ミ棟、ど I!' H嚇・担望号

斗主持i伶J;.Ci' キJ 、といの~恒トノヤ

4三除制ふ・守+主' ヰ」号卦認坦?と剥

i・( ~rt r， 前虫 lf_ ，t.J 象 'Nイ段使途 lHJ限度 貸付率 金不IJ伴)貸付期間 ルi笹 保証人 j11.f呆 fll3i法i泣 信保証料用 取徴金融機関

(1 ) 市内に情住し、市税を完納しているもの
資格

(2) 市内に応~~ì、工場、事務所または'*業所を有するもの
是正'Ii資金 700万円 6.8% 

36か月 6か月
1 市内に居住(3) 常時使用する従業員の数が30人未満であること 以内 以内

(4) 同一事業の営業実紡を継続して 1年以上手干すること し、独立の生

中小企業資金 (5) 信用保証協会の定める対象業極を営むもの
必要資金

計を営み保証
(6) その他市が定めるもの 能力カ、あり、
※ ただし、信用保証協会の代位弁済により求償償 設備j資令 1，200万円

の80%以
6.8% 
84か月
同上

務を負1[J.している人および金融機関と取引停止中 内 以内 市税を完納し

の人は除く (土地取f時四%) ている人

"FaU.J4< 
3 か }J の売」高カ、前年|百JmJのギJ:~)允」ーに比して 10 2 信用保証協

必要
士主j 全

%以 1'.減少しているも の 逆転資金 600万円 会の代位弁済 等資全
※ ただし、純理の不明雌なものは|徐〈 額

(1) 現イi営んでいる#業を*li，少しつつ半業転燥する
6.3% による求111偵

応じ 月 八十二銀行
ィ'l兄対策 込i転資金 60か月 12か月 務を負111して 市

+ム業資金 もの
設備資金

700万円

徴すてる

賦 太陽神戸銀行
特別資金 (2) diの指定する機l剥で経営指導を受けたもの 以内 以内 いない人

負

本人事55負11%% iJキ合11. 

{賞 長野県
1到l戸'1iI;)j JI i的止、 1年間に取引先企業が倒産するなどの理由に

運転資金 1，000万円
4.7 

還 j!!， 
用組合

-:'f;: よる閥述倒産防止のための資金 干l1l.f 5 ( 2人以上)u 長野村J7i銀行

(1) 従業tiの数が製造業にあっては20人以下、商業、
土

36か月 6か月 取得I也
市内各友病

サービス業にあっては5人以下で資本金カ、3007;円 逆転資金 原則としてとら
以下のもの 以内 以内

なし、。ただ し、
小規模企業挙業資金 (2) 伝用保証協会の保証残高が 1，000h円をmえな 350万円 6.3% 

法人は(1人以
の

L、もグ3 60か月
耶得用地k (3) すべての無利保無保証人制度の合計カ、3507ゴ円以 設備資金

以内
向上 上)必要 上8]信用金庫

下のもの 上回商工
(1) 25，歳以上で市内に 1年以上肘住し、市税を完納 用組合

しているもの 運転資金 72か月
lま

独立開業資金 500万円 7.0% 向上 ( 2人以上) ネ:街、各支庖
(2) 開業まで継続して中小企業の同一 ~F業所に 5 年 設備資金 以内
以上勤務し、同一業純を開業しようとするもの

{協間証会呆共同事業資金
中小企業等協同組合法に基つく事業協同組合および 逆転資:;r;:

3，000万円 6.8% 
96カ3月
同上

組合の役以

商庖f封1M興組合法に~，~っく商!古谷i1hd.l!it組合であること 設備ifHri: 以内 ( 3人以上)

(1) 公害防止のための設備などを施工するものであ
必要資金

本人負]11
ること 5% 84か月

公害防止資金
(2) 市の指定する機闘で公害|幼 Jl:の指示を受けたも 設備資金 800万円 の80%以 和l1f栴8!%i品作 以内

同上 グ〉

のであること 内
保

商核工保業I資施金設
公共ギ業のために庖舗などの新築 ・改築 ・移転な

設備資金 1，000万円 向上 向上 向上
徴す

公共事業 どをおこなうためのものであること ( 2人以上)
資 金 共資同事業金 (1) 公共事業の対象となった中小企業団体であること 運転資金

(2) 公共事業の推進に協力するものであること 設備資金
1，500万円 向上 向上 向上 る

大型庖対策
(1) 大型!府の進出によリ大きな;;診科を受ける卸売業、

運転資金 60か月 12か月
小売業である こと

設備資金
700万円 6.5% 

以内 以内特別近代化資金 (2) 市の指定する機関で経営指導を受けたもの

(1) 市が定める中小企業者であって、 市が認める地
120か月

工場用地取得資金
城へ移転立地をおこなうもの 設備資金 3，000万円 7.0% 向上
(2民) 用地取得後1年以内に、その土地を企業の用に 以内
することが確実なもの

上田市中小企業融資一覧
l
'目
的
問
由
綜

，("'、

器

国

E
-
2叶。車問
7
1
1
5
1

ユi

'K 

(注)返済日経過後の利子は補給しません。
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交
通
安
全
に
御
協
力
を
V

「」
父
通
安
全
街
頭
指
導
」
が
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

始
ま

っ
た

4
日
6
日
早
朝
、
上
田
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

永
野
市
長

(
H
写
真
右

端
)
な
ど
関
係
者
約
却

人
は
、
通
勤
の
サ
ラ
リ

一

!
?
ン
や
通
学
の
高
校
…

生
ら
に
、
黄
色
の
羽
根
m

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
眠

り
な
が
ら
交
通
安
全
を
ゆ

呼
び
か
け
ま
し
た
。

企
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
を
激
励

新
卒
就
職
者
激
励
会
が

4
月

5
日
、
上
田
市
民
会

館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
激
励
会
は
、
上
田
市
、

丸
子
町
、
東
部
町
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
で
、
会
場

に
は
約

1
千
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
集
ま
り
ま
し

た
。
あ
い
さ
っ
し
た
永
野
市
長
は
「
地
元
に
就
職
す

る
若
者
か
年
々
岡
山
え
て
お
り
、
と
て
も
心
強
い
。
今

後
は
、
健
康
に
注
意
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
東
信
史
学
会
会
長
の
黒
坂

周
平
さ
ん
が
「
真
田
氏
の
発
祥
と
歴
史
」
と
題
し
て

記
念
講
演
を
し
ま
し
た
。

273生活展資源活用広場・

5月12日に市役所駐車場で

市
で
は
H

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
H

を
進
め
る
た
め
、
「
資
源
活
用
推

進
本
部
」
(
本
部
長
・
永
野
市
長
)
を

毎
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
、
そ
の
一
環
と
し

て
「
資
源
活
用
広
場
」
と
「
む
だ
を

な
く
す
生
活
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

と

き

・
:
五
月
十
二
日
川
午
前

八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
二

時
(
雨
天
の
場
合
は
十
九
日

と
こ
ろ
・
:
市
役
所
駐
卓
場
と
そ

の
周
辺

(
村
算
は
午

満
の
場
合
は
無
料
で
す
ソ

後
三
時
か
ら
四
時
)

-
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

各
害
業
所
仕
ど
の

ス
ト
ッ
ク
品
弓

-
不
用
品
コ
ー
ナ
ー

家
庭
な
ど
に
あ
る
不
用
品
を
、
美

術
商
組
合
の
皆
さ
ん
が
代
理
で
「
セ

リ
」
に
よ
っ
て
版
売
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
品
を
御
希
望

の
皆
さ
ん
は
、
当
日
午
前
八
時
か
ら

九
時
ま
で
に
、
不
用
品
の
運
び
込
み

と
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
セ
リ
に

よ
る
代
理
版
売
の
場
合
、
版
売
千
数

料
と
し
て
版
売
価
格
の

一
C
%を
い

た
だ
き
ま
す
u

た
だ
し
、
九
日
円
未

だ
を
な
く
す
生
活
展
」
l
定
十
」
仏
域

k

併
設
し
て
川
開
催
し
ま
す
r

生
川
川
氏
め

内
存
は
、
ポ
仙
話
コ
ー
ナ
ー
、
ガ
ス
コ

ー
ナ
ー
、

U
r
A
コ
ー
ナ
ー
わ
け

ん



ーー 第

り
な
が
ら
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

部 933 号ーだえ

守

義重

定期監査の結果について(報告)

地方自治法第199条第 3項の規定に基づき、昭和59年度第

3回の定期監査を執行したので、同条第 8項の規定によ り、

その結果を下記のとお り報告する。

記

つ

定期監査の結果公表
上 田市長

上回市議会議長
1..Hl r!ij:l!l併竹;"E'H
~H 会会 H 以
上日1 r!i 立モ ード
~H 会会 H1壬

小池

石井

一(7)一一一一日併日60年 4月16日 広報

裕貞殿

義憲殿

潔殿

允 殿

上田市民作委n
同

町
内

山
川

永

竹

森

石

と
グ〉 こ

周 ろ
辺
市
役:
所
，駐
車
場
と
そ

企日曜広場がオーブン
海野町日曜広場が、 4月 7日にオーフ

ンし、雨が降るあいにくの天気の中、テ

ープカ ットやノfレード (=写真)などカ、行

われました。日曜広場は、 10月27日ま での

毎日曜日、午前11時から午後 5時まで歩

行者天国になります。なお、日曜広場開

設中は、 川中島自動車海野町停留所は利

用できませんので、鷹匠町停留所ーか大門

町停留所を御利用ください。

-
満
の
1

場
合
は
無
料
で
す
-

後
三
時
か
ら
四
時
)

-
処
分
品
コ
ー
ナ
ー

各
事
業
所
な
ど
の
ス
ト

ッ
ク
品

(汚

れ
物
、
は
ん
ぱ
物
で
す
が
、
す
べ
て

実
用
品
)
を
格
安
で
版
売
し
ま
す
0

.
修
理
コ
ー
ナ
ー

修
理
品
は
刃
物
の
研
ぎ
、
靴
、
か

き
で
す
。
家
庭
の
中
で
限

っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
品
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ベ
精
算
団
h
f

む
だ
を
な
く
す
生
活
展

市
内
各
事
業
所
の
協
賛
に
よ
る
「
む

監査実施期間

昭和60年 1月 7日から昭和60年 3月20日まで

監査の範囲

昭和58年度および昭和59年度(4月から12月まで)に
おける財務に関する事務処理の状況、契約お よび工事の

状況などについて

3 監査の対象
秘書課、応急工事課

総務部総務課、企画調整課

財政部財政課、管財課、市民税課、資産税課、収税課

消防部

塩田支所、豊殿支所、川西支所

会計課

議会事務局、選挙管理委員会事務局、公平委員会事務局

4 監査の結果

各所管における財ー務に関する事務は、

処理されているものと認めた。

出先機関の現場監査については、抽出により支所3施

設、財政部1施設、消防部1施設を対象に実施したが、

その管理はおおむね適切であると認めた。それぞれの監

査筒所における細部の指摘事項については、そのつど注

意または改善を促した。

なお、今後とも行財政の多様化にともない増大する事

務処理にあた っては、常に能率化および効率化に心がけ、

正確な事務処理に配意されるよう望むものである。

おおむね適正に

2 

コーールデンウィークの%.%

臨時ゴミ収集を行います た料 ¢
だと 」
きしイ
まて王
す版 H
。売予

た{置i(I 
だ格士

し の 4

li 0 Il. 
百%デ
円を 1
-Kい喜

だ
を
な
く
ヤ
虫
沼
田
明
」
を

併
設
し
て
開
催
し
ま
す
。
生
活
展
の

内
容
は
、
電
話
コ
ー
ナ
ー
、
ガ
ス
コ

ー
ナ
ー
、

一忘
れ
コ
ー
ナ
ー
、
行
け
ん

コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
す
が
、
詳
し
く
は

次
号
の
「
広
報
う
、
え
だ
」
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

上
田
市
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局
生
活
環
境
課
生
活
係

宮
(⑫

4
1
0
0
内
線
3
0
1
・

有
線
②

0
6
7
1

市では、ゴールデンウィーク期間

中の 4月29日(JJ)と 5月3日(斜、臨時

ゴミ収集を行います。 この 2日聞の

ゴミ収集地域は、月 Hi'cl日と金曜日の

言亥当I也域Iです。

〈清掃事務所・焼却場組合E⑫0666>
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60年度固定資産を評価替え
二地方税法改正により新評価額に二

えつ広報戸第 933号

0都市計画税の算定方法

①宅地など(農地以外の土地)

次の算式および下表により負.tEl調整率を求めま

す。
60年度評価額

上昇率二一~町一→-=1一一一回:t:.;， _i.-:'?'-_'，l-I_ .J.子

上 昇率の区分 負担調繁率

1.3倍以下のもの 1.1 

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの 1.15 

1.5倍を超え、1.7倍以下のもの 1.2 

1.7倍を超え、1.9倍以下のもの 1.25 

1.9倍を超えるもの 1.3 

60年度は、固定資産の基礎となる評価額に対す

評価替えヵ、行われま した。

土地については、各地目とも評価額は上昇して

4、ま す。家屋については、新増築の家屋は国で定

約た新評価基準により評価額が算出され、在来家

撃は、一部のものに価額が減少したものがありま

ヤが、 大部分のもぬは価額のfJr.え置き措置がとら

Lています。

土地の固定資産税は 新しい評価額を基礎とし

L算出すると税負担が急激に増えるため、前回の

評価替えと同様に、今回も固定資産税が一時に増

Lないようにするために必要な負担調整措置がと

られる ことになりましアこ。
59年度都市計画税課税標準額×負担調整率二

60年度都市計画税課税標準=額
(この額が新評価額を超える場合は、新評価低iとします)

貝

パ観

ス光
課課
長長

室
マ沢
豊↑11
殿雄
支(
所園
長道

滝イ

②農地

次の算式および下表により負担調整率を求めま

す。
上昇率

〉固定資産税の算定方法

D毛地など(農地以外の土地)
次の算式および下表により負担調整率を求めま

す。

上昇率

60年度評価額
59牟度都市計画税課税標準額

60年度評価額

59年度固定資産税課税標準額
上昇率の区分 負担調繁率

1.15倍以下のもの 1.05 

1.15倍を超え、1.3倍以下のもの 1.1 

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの 1.15 

1.5倍を超えるもの 1.2 

上昇率の区分 負担調笠率

1.3倍以下のもの 1.1 

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの 1.15 

1.5倍を超え、1.7倍以下のもの 1.2 

1.7倍を超え、1.9倍以下のもの 1.25 

1.9倍を超えるもの 1.3 59年度都市計画税課税標準額×負担調整率=
60年度都市計画税課税標準額

以上の①宅地など、②農地により算出された60年

度都市計画税課税標準額に税率告すを乗じたもの

が、 60年度都市計画税となります。

お問い合わせ・・・資産税課

(宮⑫4100内線236・237

59年度課税標準額×負担調整率=
60年度課税標準額

にの額が新評価額を越える場合は、新評価額とします)

I~ t也

次の算式および下表により負拘調整率を求めま

す。

上昇率

有線②0681)

NHKr今日の料理」の公開録画
入場整理券を200名に

60年度評価額
59年度固定資産税課税標準額

NHKでは、「今日の料理」の公開録画を 5月18

日に行います。入場希望者には、上田市中央公民

館で整理券をお渡しします。

と き...5月18日(士)午後2時から

とニろ…上田市中央公民館大会議室
(上田市文化センター)

タイトル・・・山の幸・山菜を洋風に「山菜グラタン」

講 師・・・料理研究家・城戸崎 愛さん

整理券… 5月10日午前9時、上田市中央公民館で

(整理券は先若)11f[200名に)

上昇率の区分 負担調笠率 !

1.15倍以下のもの 1.05 

1.15倍を超え、1.3倍以下のもの 1.1 

1.3倍を超え、1.5倍以下のもの 1.15 

1.5倍を超えるもの 1.2 

施

設

係

長

)

マ

補

佐

指

定

古

本

智
夫
(
福
祉
係
長
)
マ
補
佐
指
定

本

つ

計

最

係

長

)

マ

商

長

原

佳

克

(

総

合

整

備

係

長

)

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
創

造
館
準
備
室
業
務
係
長
兼
事
業
係
長

59年度課税標準額×負問調整率=
60年度課税標準額

ヒの①宅地など、②農地により算出された60年

・課税標本額に税率おきを乗じたものが、 60年度

定資産税になります。なお、宅地のうち小規模

百用地 (200耐までの宅地)はす、その他の住宅

地はすの割合を評価額に乗じた額となります。

の申込

間 I荷r.
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第 933号ーー

市

職

貝

人
事
異
動

一

月

一

日

付

だ

〈
部
長
〉

マ
民
生
部
長

長
)
〈
係
長
〉

マ
企
画
調
軒
課
付
兼
上
小
地
域
広
域

行
政
引
務
組
合
創
造
館
準
備
室
業
務

係
長
兼
事
業
係
長

山
上

裕

(

商

工
課
主
査
)

山
浦

語
力
(
商
工
課

えつ

四

月

一

日

付

報

〈

部

長

〉

広

マ
社
会
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

一

比

必

夫

(
財
政
課
長
)

一
〈
課
長
〉

一

マ
収
悦
課

長

皆

掛
昭
二
(
農
業
委

一

員
会
事
務
局
長
)
マ
中
央
公
民
館

日

長
兼
文
化
会
館
長

成
沢
秀
敏
(
資

月

産

税
課
長
)
マ
総
務
課
長

出
野

判

正

次

(

庶
務

課

長

)

マ

財
政
課
長

附

元
木
繁
保
(
保
育
課
長
)
マ
資
産

開

税

課

長

青

柳
好
文
(
労
政
課
長
)

一

マ
市
民
課
長

田
中

要
(
観
光
課

一

長

)

マ

社
会

課

長

手

塚

裕

(

豊

川

殿
支
所
長

)

マ

保

育

課

長

宮

下

一

昭

夫

(
川
西
支
所
長
)
マ
商
工
課

長

川
上
育
男
(
体
育
課
長
)
マ 官

皿
f+
L，一

観
光
課
長
室
沢
恒
雄
(
国
道
バ
イ

パ

ス

課

長

)

マ

豊

殿

支

所

長

滝

田
真
次
(
農
政
部
付
)
マ
庶
務
課

長
中
島
孝
一
(
学
校
教
育
課
長
)

マ
学
校
教
育
課
長

小
林
陽
三
(
上

小
衛
生
施
設
組
合
所
長
)
マ
商
工

部

付

緑

川
雄
三
(
商
工
係
長
)

マ

労

政

課

長

原

昌

孝

(

市

民

税

第
二
係
長
)
マ
国
道
バ
イ
パ
ス
課

長
大
井
戸
荘
平
(
事
業
係
長
)

マ
川
西
支
所
長
塩
入
範
夫
(
同
和

対
策
係
長
)
マ
体
育
課
長

小
沢

良
行
(
保
健
係
長
)
マ
農
業
委
員

会
事
務
局
長
三
木
隆
男
(
農
林
課

庶

務

係

長

)

マ

上
小
衛
生
施
設
組

合
所
長
児
玉
庸
夫
(
登
記
係
長
)

〈
係
長
〉

マ
登
記
係
長
(
補
佐
)
星
野
昇
嗣

(
生
活
係
長
)
マ
市
民
税
第
二
係

長

(
補
佐
)
若
林
法
一
(
管
理
係

長
)
マ
国
民
健
康
保
険
係
長
(
補

佐
)
中
沢
寓
彦
(
青
少
年
係
長
)

マ
生
活
係
長
(
補
佐
)

田
中
佐
敏

(労
政
係

長

)

マ

労

政

係

長

(
補

佐
)
滝
沢
昭
和
(
第
一
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
)
マ
公
園
管

理
ぃ
事
務
所
長
(
補
佐
)
上
原
幸
二

(
塩
田
中
央
保
育
園
長
)
マ
塩
田

支
所
住
民
係
長
(
補
佐
)
春
原
安

喜
(
農
政
係
長
)
マ
補
佐
指
定

滝
沢
重
美
(
秘
書
課
庶
務
係
長
)

マ
清
師
事
務
所
業
務
係
長
(
補
佐
指

定

)

成

沢

勝

利

(市
民
会
館
庶
務

施

設

係

長

)

マ

補

佐

指

定

宮

本

智
夫
(
福
祉
係
長
)
マ
補
佐
指
定

松
本
つ
や
子
(
計
量
係
長
)
マ
商

工
係
長
兼
商
工
相
談
所
長
(
補
佐
指

定
)
久
保
田
寿
郎
(
商
工
相
談
所

長
)
マ
補
佐
指
定
上
原
せ
い
(
労

働

福

祉

係

長

)

マ

補

佐

指

定

久

保
み
は
る
(
働
く
婦
人
の
家
館
長
)

マ
農
林
課
庶
務
係
長
(
補
佐
指
定
)

滝
沢
勝
重
(
土
地
改
良
課
管
理
係
長
)

マ
土
地
改
良
課
管
理
係
長
(
補
佐
指

定
)
成
沢
宏
昭
(
休
育
振
興
係
長
)

マ
補
佐
指
定
阪
口
太
作
(
管
理
課

管

理

係

長

)

マ

補

佐

指

定

坂

口

今
朝
茂
(
調
査
計
画
係
長
)
マ
補

佐
指
定

竹
鼻
靖
之
(
拡
張
係
長
)

マ
補
佐
指
定
南
波
文
夫
(
自
然
運

動
公
園
管
理
事
務
所
長
)
マ
収
税

課
管
理
係
長
田
口
邦
勝
(
業
務
課

経

理

係

長

)

マ

保

健

係

長

永

井

淳
夫
(
学
務
係
長
)
マ
環
境
指
導

係
長
赤
羽
善
碩
(
浦
里
保
育
園
長
)

マ
南
部
保
育
園
長
(
ブ

ロ
ッ
ク
園
長
)

藤

城

孝

(

住

宅

係

長

)

マ

市

民

会
館
庶
務
施
設
係
長
村
田
道
雄
(
神

川
第
二
保
育
園
長
)
マ
総
合
整
備

係
長
矢
幡
正
夫
(
技
術
第
二
係
長
)

マ
住
宅
係
長
笠
原
敏
司
(
環
境
指

導
係
長
)
マ
業
務
課
経
理
係
長

大
滝
登
志
夫
(
と
き
わ
保
育
園
長
)

マ
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係

長
兼
給
食
係
長
西
入
元
三
郎
(
清

掃
事
務
所
業
務
係
長
)
マ
農
政
係

5 
長

原

佳

克

(

総

合

整

備

係

長

)

マ
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
創

造
館
準
備
室
業
務
係
長
兼
事
業
係
長

山
上
裕
(
企
画
調
盤
課
付
)

マ

家
庭
児
童
相
談
係
長

中
沢
す
み
代

(
業
務
課
主
査
)
マ
同
和
対
策
係
長

宮
下
明
彦
(
土
地
改
良
課
主
査
)

マ
技
術
第
二
係
長
片
山
喜
美
男
(
工

務
課
主
査
)
マ
事
業
係
長

小
林

憲
和
(
土
木
課
主
査
)
マ
総
務
課

経
理
係
長
間
富
美
子
乃
(
生
活
環

境
課
主
査
)
マ
浄
水
管
理
係
長

西
山
合
的
(
工
務
課
主
査
)
マ
学

務

係

長

清

水

明

(

企

画

調

整

課

主

査

)

マ

青

少

年

係

長

塩

野

崎

利
英
(
市
民
税
課
主
査
)
マ
体
育

振
興
係
長
宮
下
省
二
(
西
部
公
民

館
主
査
)

〈
保
育
園
長
〉

マ
と
き
わ
保
育
園
長
皆
瀬
忠
子
(
西

塩
田
保
育
園
長
)
マ
盟
殿
保
育
園

長
内
久
制
嘉
子
(
泉
田
保
育
関
長
)

マ
塩
田
中
央
保
育
園
長
中
村
鹿
子

(
豊
殿
保
育
園
長
)
マ
泉
田
保
育

園

長

市

川
美
智
子
(
白
銀
保
育
園

長

)

マ

神

川
第
二
保
育
関
長
宮

下
法
子
(
神
川
第
二
保
育
園
主
任
保

母

)

マ

西

塩

田

保

育

園

長

村

瀬

明
チ
(
東
塩
田
保
育
国
主
任
保
母
)

マ
浦
里
保
育
困
長
勅
使
河
原
高
美

子
(
浦
里
保
育
問
主
任
保
母
)
マ

白
銀
保
育
国
長
北
島
宏
子
(
塩
田

西
保
育
園
主
任
保
母
)

59年

企業の繁栄のだめに

商工業の経営相談を開設
市では、商工業の経営相談を開設しています。希望者は、下記の申込

先へ事前に御連絡ください。

と き・ー毎月 10日、午前10時から午後3時

ところ・・・海野町会館

申込先・・・市商工謀宮⑫4100内線604、上田商工会議所宮⑫4500、塩田商工

会宮⑮3610、川西商工会E⑪2033



だ 昭和60年 4JJl6日一一-(10)ー

お知らせ
上
岡
市
高
齢
者
学
園

の
学
生
を
募
集

つ

社
会
課
宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
で
は
、
新
し
い
知
識
や
新
し
い

仲
間
を
得
て
、
人
間
性
豊
か
な
老
後

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
上
田
市

高
齢
者
学
闇
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

健
康
で
学
溜
意
欲
お
う
嫌
で
あ
り
、

地
域
福
祉
の
た
め
に
柏
極
的
に
活
動

で
き
る
万
な
ら
ば
、
ど
な
た
で
も
入

学
で
き
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
市
内
に
住
む
、
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
人

定

員

・:
お
お
よ
そ
八
十
名

学
習
内
容
・
:
一
般
教
養
、
創
作
実
技
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

学
習
期
間
・
・
・
六
月
か
ら
来
年
三
月
ま

え広報

住
宅
建
設
資
金
を

27 
減南公民館では、 3月26日に「こども映

.画会」ガ開かれましだ。春休み中とあって

小学生など約200人がつめかけ、会場はギツ

;シリ満員。みんな熱JQ，¥Iこ「マタギ」など2

:~の作自を鑑賞しましだ。

で
十
七
日
間
、
一
日
四
時
間

教
室
・
:
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
:
丘
月
十
日
附
ま
で
で
す

が、

期
限
前
で
も
定
員
を
満
た
し

た
と
き
は
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

申
込
先
・
:
市
役
所
社
会
課
、
各
公
民

館
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
必

要
願
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

商
業
統
計
調
査
に

御
協
力
く
だ
さ
い

企
画
調
整
課
統
計
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
1
9

有
線
②

0
8
3
2

五
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

「
昭
和
六
十
年
・
商
業
統
計
調
先
」

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
額
で
す
。

⑤
借
入
金
(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
作
は
、
国
が
三
年
ご
と
に

行
う
も
の
で
、
卸
売
業
、

小
売
業
(
飲

食
屈
は
除
く
)
な
ど
す
べ
て
の
商
屈

を
対
象
に
、
販
売
活
動
の
実
態
や
商

品
の
流
れ
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
法

礎
資
料
を
得
る
も
の
で
す
。
泣
年
、

消
貨
の
高
度
化

・
多
時
化
、
大
規
院

小
売
自
の
進
展
と
環
境
の
変
化
は

r

し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
う
し
た
実
態

を
的
確
に
把
悔
し
て
、
適
切
な
施
策

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
、

記
入
の
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

秘
官
は
法
律
に
よ
り
岡
く
守
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

込
山
日S
D
カ
l
ド
は

安
全
運
転
者
の
証

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

長
野
県
事
務
所

宮

0
2
6
2
⑫
5
1
1
1

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
「
S
D
カ

ー
ド
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
「
S
D
」

今
、
l
l
{1J

k
e
=ノ
J
1

1

1

と
は

ωえ
巾
ロ
ユ
〈
巾
「
の
頭
文
字
を

と
っ
た
も
の
で
、
安
全
運
転
者
と
い

う
窓
味
で
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
同
家
公
安
委
員

と
こ
ろ
:
上
田
市
民
会
館
二
階
会
議

宏
品

受
講
料
:
・
会
員
二
千
六
百
円
、
非
会

会
の
認
可
法
人
・
日
動
卓
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
が
、
皆
さ
ん
方
の
「
無
事

故
・
無
違
反
証
明
書
」
、
ま
た
は
「
運

転
記
録
証
明
書
」
の
交
付
の
申
し
込

み
に
応
じ
て
、
過
去
一
年
間
以
上
無

事
故
・
無
違
反
の
方
に
お
渡
し
す
る

も
の
で
す
。

つ
ま
り
、

S
D
カ
ー
ド
を
持

っ
て

い
る
方
は
、
催
良
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

え
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、
こ
の
カ
ー
ド
を
手
に
し
て

も
ら
い
、
安
全
運
転
者
と
し
て
の
誇

り
を
持

っ
て
模
範
的
な
運
転
を
し
て

い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
S

D
カ
l
ド
は
、
最
近
学
校
や
会
社
な

ど
か
ら
の
申
し
込
み
も
明
え
、
交
通

事
故
や
違
反
の
防
止
に
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

S
D
カ
l
ド
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
証
明
書
の
申
し

soカード交
友
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
:
・
中
学
生
と
高
校
生
・
計

込
み
手
数
料
は
一
通
六
庁
円
で
す
。

申
し
込
み
用
紙
は
、
セ
ン
タ
ー
が
務

所
、
件
察
署
、
派
出
所
、
駐
'
引
所
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
安
全
逆

転
セ
ン
タ
ー
長
野
県
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ー
家
庭
婦
人
を
対
象

l

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

ク
ラ
ブ
員
を
募
集

市
教
育
委
員
会
体
育
課

宮
⑫

4
1
0
0
内
線
5
5
5

市
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
か
ら
生
ま
れ

た
家
庭
婦
人
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
「
上
田
ア

ッ
プ
ル
ズ
」
は
、
問
年

前
に
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
会
員

同
士
の
親
ほ
く
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
六
十
年
度
の
純
一
円
を
開
始

す
る
に
あ
た
り
、
会
員
を
募
集
し
ま

す
。
家
庭
婦
人
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ョ

練
習
日
・
:
毎
週
木
時
日
(
今
年
度
は

四
月
二
十
五
日
に
練
習
開
始
)

練
習
場
所
:
・
千
曲
川
河
川
敷
グ
ラ
ン

h
卜
'

会

費

・
:
毎
月

一
千
円

申
込
先
・
・
・市
教
育
委

H
全
体
育

干
円
か
ら
二
I
1
M
可
日

加
貸
し
か
か
か
り
ま
す
。

活
動
内
容
:
・
家
庭
滞
作
、
交
流
行
事
、



ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

学
習
期
間
:
六
月
か
ら
来
年
三
月
ま

第 933号ー

住
宅
建
設
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

管
理
課
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

3
4
5

fごえつ一川』一一ー昭和60年 4月16日 広報

市
で
は
、

今
年
度
か
ら
住
宅
を
新

築
ま
た
は
用
改
築
す
る
皆
さ
ん
に
、

建
設
資
金
を
お
打
し
し
ま
す
。

対
象
者

(
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た

し
て
い
る
人
)

①
市
内
に
自
分
の
住
む
住
宅
を
新
築

ま
た
は
明
改
築
を
す
る
人

②
す
で
に
建
設
に
必
要
な
敷
地
の
あ

る
人
、
ま
た
は
土
地
と
新
築
住
宅

を
同
時
に
購
入
す
る
人

③
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

④
前
年
分
所
得
が
四
百
五
十
万
円
以

下
の
人

(
給
与
所
得
者
の
場
合
は

総
収
入
が
六
百
二
十
一
万
六
千
六

百
六
十
五
円
以
下
)
※
前
年
分
所

五
月
一
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

「昭
和
六
十
年
・
商
業
統
計
調
査
」

得
と
は
、
前
年
分
総
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
傾
で
す
。

⑤
借
入
金

(
公
庫
な
ど
ほ
か
の
資
金

を
含
む
)
の
年
間
返
済
元
利
合
計

傾
が
、
前
年
分
所
得
(
将
来
と
も

同
居
す
る
家
族
の
収
入
を
含
む
)

の
三
三
%
以
内
で
あ
る
こ
と
。

申
込
期
間
・・・
五
月
十
五
日
附
か
ら
六

月
十
四
日
制

貸
付
金
額
:
・
五
十
万
円
以
上
二
百
万

円
以
下

貸
付
利
率
・
:
年
六

・
二

%

返
済
期
間
・
・・十
五
年
以
内

返
済
方
法
・
:
元
利
均
等
毎
月
払
い

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
管
理
課

住
宅
係

弘
総
務
撚
滋

y
d
ι
N
r
M喰
要

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

よ
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課

包
⑫
2
5
0
1
内
線

2
1
7

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
(上
田
中
央
消
防
署
)で
は、

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、

防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を

次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
:
五
月
九
日
嗣

・
十
日
制
、

と
も
に
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

う
意
味
で
す
。

こ
の
カ
ー
ド
は
、
国
家
公
安
委
員

会
費
:
・
毎
月
一
千
円

申
込
先
・
・
・
市
教
育
委
員
会
体
育
課

と
ニ
ろ
:
・
上
田
市
民
会
館
二
階
会
議

安
比

受
講
料
・
:
会
員
二
千
六
百
円
、
非
会

員
二
千
九
百
円

受
講
資
格
:
防
火
管
理
業
務
が
で
き

る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る
人

申
込
期
限
・
・
・
四
月
三
十
日

ω

申
込
場
所
:
上
小
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

(
上
田
市
消
防
会
館
二
階
)

※
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
と
は
、
①
公
会
堂
、

遊
技
場
、
飲
食
目
、
居
舗
、
旅
館
、

病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
と
こ
ろ
で
収
容
人
員
が

三
十
名
以
上
の
建
物
、
②
学
校
、

工
場
、
事
業
所
な
ど
で
収
容
人
員

が
丘
十
名
以
と
の
建
物

:'¥ 
青
少
年
の

国
際
青
少
年
研
修
協
会

宮

0
3
5
7
2
1
3
3
5
1

国
際
背
少
年
研
修
協
会
は
、
七
月

か
ら
八
月
に
か
け
て
「
背
少
年
の
海

外
派
遣
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
背
少
年
の
国
際
交

流
を
促
進
す
る
中
で
、
外
国
青
少
年

の
考
え
方
や
習
慣
を
学
び
、

相
互
の

ド

交
友
と
理
解
を
深
め
る

こ

と

を

目

的

千

円

か

ら

二

十

九

万

五

千

円
の
参

と
し
て
い
ま
す
。

加
賀
が
か
か
り
ま
す

応
募
資
格
:
・
中
学
生
と
高
校
生
・
計

活
動
内
容
:
・
家
庭
滞
荘
、
交
流
行
事
、

百
十
五
名
(
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
域
見
学
な
ど

規
律
あ
る
行
動
や
団
体
生
活
が
で
応
募
方
法
・
:
指
定
さ
れ
た
申
込
用
紙

き

る

人

)

に

必

要

事

項

を

記

入

し

て

、

丘

月

派
遣
先
:
・
サ
イ
パ
ン
(
九
日
間
)
、
シ
二
十
五
日
ま
で
に
国
際
青
少
年
研

ン
ガ
ポ

l
ル

(
十
五
日
間
)
、
イ
ン
修
協
会
へ
提
出
の
こ
と

ド
ネ
シ
ア
(
十
五
日
間
)
、
オ

l
ス
選
考
試
験
:
・
六
月
二
日
川
、
東
京
と

ト
ラ
リ
ア

(
十
五
日
間
)、

ア

メ

リ

大

阪

で

実

施

カ
(
二
十
五
日
間
)
。
派
遣
期
間
は

資
料
請
求
・
申
込
先
:
一
T
1
0
5

す
べ
て
七
月
下
旬
か
ら
八
月
中
旬
東
京
都
港
区
新
橋
二

l
二
一
ー
一

ま
で
、
派
遣
先
に
よ

っ
て
八
万
五

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

。
ず
ん
ら
町

ρι
ず
M
E
J
F白
ザ

ω
p
b
z
h事
。
ザ

h尻
町
hv白
q
h
v
b
z
hぽ
b
ι
d
p
h
v
w
h
V
H
5ぜん
V
円

J
Z白
q
U
5ザ
h
v
ι
J
Z
S
E
M
Z

判

Cだ賄』涼一御
+
』
事ておので宙「べる六。めたの

市
九手Jカ場事記百万

5月の乳幼児健康診査
じ〉受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

じ〉母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、ブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちくださし、。また。 1歳 6か月

児は赤ちゃん手l帳の中にある健康診査察を記入してお

持ちくださ ¥" 0

ノZふス 上品 員rnt 実地H .l".J 望見 Jよ

4 かHりよ
5)J7日 59年12Jl16日 - 12月31日生

5 FJ21日 60年 1Jj 1日 - 1月15日生

10かIJリ己
5Jl8日 59年6月16日 - 6月30日生

!-_ Ill，h r以位セ ノター 5 tJ22 1:1 59年 7f] 1日 - 7)'115日生

， "i主同rl+llj;'~2 附 5 H 9日 58年10月161:1 - 10月31日生
1i主6か月児

5 fJ23日 58年11月11:1 - 11月15日生

3 ，:，.... リよ
5 IJ 10日 57年4月1日 - 4 jj 15日生

5fJ171:1 57年4月161:1 - 4月30日生

4 かJlリ己
5月14t!

59年12H16日-60年 1JJ 15日生

hHl I;t i fIE位fIlJ以也!，(セ}/ ター 10か)J I}~ 59年 6H 16臼 - 7 JJ 15日生
11.¥.6か)]'足 5 J] 28 f:l 58年9月16f:l - 11Jl15日生

4か1]~~ 59年12月16日-60年 1F115日生
川l何十htff，'，fi1センター

10かIJリ己 5 J]15日 59年 6n 16日 - 7月15日生
'11同地L'

l長6ヵ・I!'ie 58年10月16日 - 11 H 15日生
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動
物
愛
護
会
の

会
員
を
募
集

上
田
保
健
所
内

動
物
愛
護
会
上
小
支
部

宮
⑫
1
2
6
0
内
線

2
4
0

えつ

動
物
を
愛
し
て
い
る
人
が
集
ま
り
、

語
り
合
う
「
上
小
動
物
愛
護
会
」
は

昭
和
五
十
五
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
動
物
愛
護
の
精
神
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
、
会
員
同

士
が
互
い
に
指
導
・
相
談
し
な
が
ら
、

正
し
い
動
物
の
飼
い
方
な
ど
を
学
ん

で
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
会
報
の
発

行
(
年
二
回
)
、
「
動
物
愛
護
週
間
」

の
行
事
、
ペ
ッ
ト
相
談
所
の
開
設
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
会
に
加

入
し
た
場
合
は
、
獣
医
師
の
診
察
代

の
割
り
引
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

上
田
保
健
所
内
動
物
愛
護
会
上
小

広報

支
部
、
ま
た
は
市
役
所
生
活
環
境
課

(
宮
⑫

4
1
0
0
内
線

3
0
2
)
へ

い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
十
五

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た

人
は
、
す
ぐ
に
確
定
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
き
い
。
こ
れ
は
「
期
限
後

申
告
」
と
い
っ
て
、
税
務
署
か
ら
決

定
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
、
早
く
申
告
す
る
方
が
有
利

で
す
。
加
算
税
は
一

O

%
で
す
が
、

税
務
署
の
調
貨
を
受
け
る
前
に
申
告

し
ま
す
と
五
%
と
な
り
ま
す
。

私
鈴
れ
告

i
E
f

〈
と
こ
ろ
〉

上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
二
階

〈
募
集
人
員
〉

A
・
B
-
C
組
各
二
十
名

〈
料
理
内
容
〉

和
・
洋
・
中
華
料
理
、
パ
ン
、
菓

子

(
A
-
B
組
は
じ
っ
く
り
と
手
を

か
け
る
料
理
も
行
い
ま
す
)

〈
受
講
料
〉

九
千
円
(
材
料
費
六
千
円
を
含
む
)

〈
申
込
方
法
〉

申
込
書
に
希
望
の
組
を
御
記
入
の

う
え
、
受
講
料
を
添
え
て
本
社
ま
た

は
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。の
V
品

ω介
¥

日
倒
川

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き

上
国
税
務
署
宮
⑫
1
2
3
4

昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
三
月
十
五
日
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
計
算
違
い
な
ど
で
誤
っ

た
確
定
申
告
を
し
た
り
、
確
定
申
告

書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

確
定
申
告
後
に
、
申
告
し
た
税
金

が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

き
は
、
「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も

で
き
ま
す
が
、
税
務
署
の
調
査
に
よ

り
修
正
申
告
を
し
た
り
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
、
五
%
の
過
少
申
告
加

算
税
が
か
か
り
ま
す
。
調
査
を
受
け

る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
す
れ
ば
、

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

逆
に
、
申
告
し
た
税
金
が
多
か
っ

た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
正

の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
は
、
申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内

と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
昭
和
五
ト

九
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ

料
理
教
室
の

受
講
生
を
募
集

上
回
ガ
ス
本
社
宮
⑫
0
4
5
4

原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

6
8
7
3

上
田
ガ
ス
で
は
、
次
に
よ
り
料
理

教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

〈

炉

』

畠

t
v

A
組
H
H
五
月
十
三
日
か
ら
七
月
二
十

九
日
の
毎
週
月
叫
目
、
午
前
十
時

か
ら
正
午

B
組
H
H
五
月
十
四
日
か
ら
七
月
三
十

自
の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
卜
時
か

ら
正
午

C
組

1
4月
十
瓦
日
か
ら
七
月
三
ト

一
日
の
似
週
水
凶
日
、
午
後
六
時

か
ら
同
八
時

訂

正

お

わ

び

しキH.幡田フ
て尾・神氏上今
訂町・杜ゆ田回
正~か」発

しの新・り十行
ま品田・の三し
すり)寺号ま
でと ・のし
しあ 神 六た
たる 社 ぺ「
。の L I市
おは中ジ民
わベの」グ
び下・八点ラ

i 1日

111番16号)

号

戸線205

あなだの考えを市政提言電話ヘ 乾電池の回収に御協力を
使用済みの乾電池は、透明な

ビニール袋に入れて、週一回の

危険物収集日に、決められた集

積場所へお出しください。

市民の

御提案

ft25-2539(留守番電話)
ニコサンキュー

市では、「市政提言屯J后」を設置して、

皆さんの市政に対する建設的な御意見、

現イ，:)

(-331) 

(-173) 

(ー158)

(生活環境標的410ゆ 301)
清掃事務所宮⑫0666

をお待ちしています。 .;t~ ;活の開設時間は、午前

9時から午後8時までです。

(，-298) 
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